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(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末少数株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しております。 
(注)「連結自己資本比率(国内基準)」は、「銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし 
自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準(平成18年金融庁告示第19号)」に基づき算出しております。 

  

 

 
  

 
(注)上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当行が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式(非上場)の配当の
状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 
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(百万円未満切捨て)

１．平成23年３月期の連結業績（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期 26,428 △3.3 2,112 5.7 1,314 △42.8
22年３月期 27,334 △9.2 1,997 ― 2,298 ―

(注) 包括利益 23年３月期 △253百万円 (―％) 22年３月期 9,281百万円 (―％)

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産 
経常利益率

経常収益
経常利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年３月期 7.46 3.25 2.5 0.1 7.9
22年３月期 16.29 9.06 5.5 0.1 7.3

(参考) 持分法投資損益 23年３月期 30百万円 22年３月期 49百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
連結自己資本比率
（国内基準）

百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

23年３月期 1,211,466 50,750 4.1 234.66 9.35
22年３月期 1,176,498 51,686 4.3 241.80 10.37

(参考) 自己資本 23年３月期 50,608百万円 22年３月期 51,548百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による 

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年３月期 33,873 △23,550 △6,582 32,361

22年３月期 △1,144 △23,954 10,976 28,620

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額 
(合計)

配当性向 
(連結)

純資産
配当率 
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年３月期 ― 1.00 ― 1.00 2.00 259 12.2 0.9

23年３月期 ― 1.50 ― 1.50 3.00 389 40.2 1.2

24年３月期(予想) ― 1.50 ― 1.50 3.00 33.1

３．平成24年３月期の連結業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 13,000 △4.4 600 △34.5 600 △31.6 3.37

通 期 26,200 △0.8 1,500 △28.9 1,500 14.1 9.06



  

 
  

 
(注)詳細は、15ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」及び18ページ「連結財務諸表作成のため

の基本となる重要な事項の変更」をご覧ください 

  

 
(注)１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、21ページ「１株当たり情報」をご覧くだ

さい。 

  

 

 
  

 
  
（２）個別財政状態 

 

 
(注)「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。 
(注)「単体自己資本比率(国内基準)」は、「銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の
状況が適当であるかどうかを判断するための基準(平成18年金融庁告示第19号)」に基づき算出しております。 

  

 

 
  

・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点におい
て、金融商品取引法に基づく連結財務諸表及び財務諸表の監査手続は終了していません。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が
あります。 

４．その他
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期 129,714,282株 22年３月期 129,714,282株

② 期末自己株式数 23年３月期 16,085株 22年３月期 4,290株

③ 期中平均株式数 23年３月期 129,701,919株 22年３月期 129,710,404株

(参考) 個別業績の概要
１．平成23年３月期の個別業績（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期 25,643 △2.8 1,964 9.7 1,170 △46.7
22年３月期 26,407 △4.6 1,789 ― 2,198 ―

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

23年３月期 6.35 2.90

22年３月期 15.52 8.67

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
単体自己資本比率
（国内基準）

百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

23年３月期 1,210,524 50,604 4.1 234.62 9.31
22年３月期 1,175,153 51,688 4.3 242.88 10.35

(参考) 自己資本 23年３月期 50,604百万円 22年３月期 51,688百万円

２．平成24年３月期の個別業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 12,700 △3.8 600 △29.5 600 △27.3 3.37

通 期 25,500 △0.5 1,500 △23.6 1,500 28.1 9.06

※ 監査手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項



 　○ 種類株式の配当の状況

　 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期
（予想）

―

22年3月期

23年3月期

―

1.73 

年　間　配　当　金

― ― ―

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期　末

1.84 1.84 

合　計

1.62 

1.73 3.46 

第Ⅲ種優先株式

1.62 3.24 

― ―
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平成23年３月期における国内経済は、低金利政策を背景に輸出主導型での緩やかな回復基調が持続し

ておりました。しかし、平成23年３月に発生した東日本大震災は、国内実体経済に大きなダメージを与

えるとともに、株価、為替相場が乱高下するなど金融市場へも大きな影響を及ぼすこととなりました。

日経平均株価は、再び１万円の大台を割り込み、３月末の終値は前年度末比1,334円下落の9,755円とな

りました。政府による震災復興へ向けての財政出動の動きはみられるものの、国内経済へ与える大震災

の影響が未だ計り知れず、予断を許さない状況となっております。 

山形県内におきましては、製造業は緩慢ながらも回復基調が持続いたしましたが、非製造業について

は、縮小する地方経済の中で依然厳しい状況が続いております。また、東日本大震災の影響としまして

は、直接的な被害は少なかったものの、交通網の分断や原発事故による風評等から観光客が激減するな

ど、消費全般に低調な動きとなり、地元経済に停滞感が出てきております。 

このような経済環境のもと当行は、地域の中小企業のお取引先の本業支援と地域経済の活性化に貢献

するために、中小企業融資の拡大を営業の柱として業務を推進してまいりました。 

損益状況につきましては、連結経常収益は、貸出金利回りの低下等による貸出金利息の減少や有価証

券利回りの低下による有価証券利息の減少等により、前年同期比９億６百万円減少の264億28百万円と

なりました。 

一方、連結経常費用は、預金金利の低下による預金利息の減少や、貸出金償却の減少等により、前年

同期比10億22百万円減少の243億15百万円となりました。 

 その結果、連結経常利益は、前年同期比１億15百万円増加の21億12百万円となりました。 

また、連結当期純利益は、東日本大震災の影響による貸倒引当金繰入や建物の損壊による固定資産の

減損損失を特別損失として計上したこと等から、前年同期比９億84百万円減少の13億14百万円となりま

した。 

うち、銀行業の経常収益は256億43百万円、経常費用は236億78百万円となり、その結果、経常利益は

19億64百万円となりました。 

総資産につきましては、貸出金、有価証券等の増加により前連結会計年度末比349億68百万円増加の1

兆2,114億66百万円となりました。負債は、預金等の増加により前連結会計年度末比359億４百万円増加

の1兆1,607億15百万円となりました。また、純資産はその他有価証券評価差額金の減少等により、前連

結会計年度末比９億36百万円減少の507億50百万円となりました。 

主要な勘定残高につきましては、貸出金は前連結会計年度末比144億95百万円増加の8,936億75百万円

となりました。有価証券は前連結会計年度末比212億33百万円増加の2,528億72百万円となりました。総

預金（譲渡性預金含む）は前連結会計年度末比421億51百万円増加の1兆1,328億10百万円となりまし

た。 

キャッシュ・フローにつきましては、当連結会計年度における現金及び現金同等物は、前連結会計年

度末比37億41百万円増加し、当連結会計年度末には323億61百万円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。 

・営業活動によるキャッシュ・フロー 

貸出金の増加による流出が144億78百万円、預金の増加による流入が370億１百万円ありました。 

  

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析

（２）財政状態に関する分析
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これらにより営業活動によるキャッシュ・フローは338億73百万円流入（前連結会計年度は11億44百

万円の流出）しました。 

・投資活動によるキャッシュ・フロー 

有価証券の取得による流出が1,477億18百万円、売却による流入が1,038億34百万円及び償還による流

入が208億９百万円ありました。 

これらにより投資活動によるキャッシュ・フローは235億50百万円流出（前連結会計年度は239億54百

万円の流出）しました。 

・財務活動によるキャッシュ・フロー 

劣後特約付社債の償還による流出が120億円及び配当による流出が６億81百万円、劣後特約付借入れ

による流入が３億円及び劣後特約付社債の発行による流入が58億円ありました。 

 これらにより財務活動によるキャッシュ・フローは65億82百万円流出（前連結会計年度は109億76百

万円の流入）しました。 

  

利益配分に関しましては、株主に対する配当政策を重要な経営政策の一つと位置づけており、当行の

収益力の向上に向け、経営基盤の充実を図りながら企業体質を強化するとともに、内部留保による自己

資本の充実に努め、安定した配当を実施していくことを基本方針としております。 

平成23年3月期におきましては、貸出金利回りの低下等による貸出金利息の減少や有価証券利回りの

低下による有価証券利息配当金の減少等により、経常収益が前年同期比７億64百万円減少の256億43百

万円となったことや、東日本大震災の影響による貸倒引当金繰入や建物の損壊による固定資産の減損損

失を特別損失として計上したこと等から、普通株式の当期末の１株当たりの配当金は当初計画しました

通り1.5円とさせていただく予定です。これにより、当期の配当金は中間配当金の1.5円と合わせて年間

３円となります。また、第Ⅲ種優先株式の配当につきましては、発行要項に定められた優先配当率に従

い、１株につき期末配当1.732円とさせていただく予定です。これにより、当期の第Ⅲ種優先株式の配

当金は、中間配当金の1.732円とあわせて年間3.464円となります。 

なお、次期以降につきましても、上記の基本方針に則り、適切な利益配分を行ってまいります。 

  

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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当行グループは、当行、連結子会社３社及び関連会社(持分法適用関連会社)２社で構成され、銀行業務

を中心に金融サービスを提供しております。なお、事業系統図は次のとおりであります。 

他に非連結子会社（持分法非適用会社）が１社あります。 

  

(平成23年３月31日現在) 

 

２．企業集団の状況
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当行及びグループ各社は、地域に根ざす金融グループとして“お客様ベスト”に挑戦し、共に煌やか

な未来を創造してまいります。地域金融機関としての社会的責任と役割を認識し、より先進的かつ高度

な金融サービスの提供を通じて、地域社会の発展に貢献できるよう次の経営目標を掲げております。 

１．地域の活力を育み、発展に貢献する存在感のあるグループを目指します。 

２．身近で親しみのある温かさ、先進的な商品・サービスで、お客様の感動を創出します。 

３．高い志と倫理観に基づく確かな経営基盤を構築し、地域の信頼に応えます。 

４．豊かな発想と躍動感溢れる行動で、“お客様ベスト”を実践し、共に輝きます。 

  

 第２次中期経営計画において目標とする経営指標は、以下の通りとなっております。 

  

＜目標とする経営指標＞ 

以下の計数に向けた土台を築く 

◆コア業務純益    ６０億円 

◆コアＯＨＲ     ６０％台 

◆不良債権比率     ５％台 

  

＜中長期的な経営戦略＞ 

当行では、お客様に選ばれ、信頼を得るためには営業推進と内部管理態勢の両面での強化が必要であ

ると考え、平成22年10月に、「“共に活きる”プロジェクト」を策定し、全行を挙げて取り組んでおり

ます。 

営業推進面においては、法人のお客様に対しては、お取引先企業の皆様の事業を理解し、経営課題を

共有しながら、共に解決する“本業支援”を行うことで、企業価値向上と経営改善に結び付けたいと考

えております。また、個人のお客様に対しては、お客様のその時々に発生する結婚、出産等の「イベン

ト」に合わせ、最適なチャネルから、最適なタイミングで当行の有する最適な商品・サービスの提供を

行う“最適提案”を推進しております。 

内部管理態勢面においては、「ルールを守る」という基本姿勢に立ち返り、ルールが守られるための

環境を整備し、Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａサイクルを徹底させ、継続的改善につなげることで行員の意識改革を図

っております。 

  

東日本大震災の影響を受け、経営環境が益々厳しさを増すなか、当行が取り組む最優先課題は、中小

企業向け金融仲介機能の一層の強化であると認識しております。 

特に仙台地区の営業店に関しては本部行員で組成した「東日本大震災緊急サポートチーム」を配置

し、復興に関する資金手当等に機動的に対応できる体制を整えました。また、山形県内においても本部

に情報の整理、仕分け、一元管理を行う「本業支援サポートチーム」を設置し、お客様の事業に関する

ニーズや課題を的確に把握し、課題解決や経営改善を図り、融資取引に結びつける体制としておりま

す。 

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標及び中長期的な経営戦略

（３）会社の対処すべき課題
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また、当行は金融機能強化法に基づき、平成21年９月30日に200億円の公的資金を導入し、資本増強

をいたしましたが、現在、「経営強化計画」及び同計画に基づき策定いたしました「第２次中期経営計

画（平成21年10月～平成24年３月）」に沿って、収益力の向上と中小企業向け金融仲介機能の一層の強

化に向け取組んでおります。 

その他、昨年７月に内部管理態勢に問題があるとして東北財務局より業務改善命令を受けました。役

職員一同この命令を厳粛に受け止め、深く反省いたしますとともに業務改善計画を確実に実行すること

により、コンプライアンスの徹底等内部管理態勢のさらなる充実・強化に全行を挙げて取り組んでいる

ところでございます。 

  

（経営統合の延期について） 

当行と株式会社仙台銀行は、平成22年10月26日付けで「経営統合の検討開始に関する基本合意書」を

締結し、平成23年10月を目処に共同して持株会社を設立する方式により経営統合を行うことを目指して

協議を行ってまいりました。しかしながら、「東日本大震災」の発生を受け、地域に深く根ざす金融機

関として、今般の大震災による被害からの復興に向け、地域経済に対する支援を最優先し、全力を尽く

す必要があるとの判断に至り、平成23年４月11日付の、それぞれの取締役会において、本件経営統合の

暫時延期を決議いたしました。 

（４）その他、会社の経営上重要な事項
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成22年３月31日)

当連結会計年度
(平成23年３月31日)

資産の部

現金預け金 29,434 33,023

コールローン及び買入手形 10,000 9,000

商品有価証券 223 223

有価証券 231,639 252,872

貸出金 879,180 893,675

外国為替 493 447

その他資産 9,855 8,177

有形固定資産 18,206 17,457

建物 5,902 5,526

土地 11,397 11,141

リース資産 4 8

建設仮勘定 55 －

その他の有形固定資産 846 781

無形固定資産 1,971 1,542

ソフトウエア 1,802 1,373

その他の無形固定資産 169 168

繰延税金資産 4,994 5,138

支払承諾見返 9,239 7,761

貸倒引当金 △18,740 △17,853

資産の部合計 1,176,498 1,211,466

負債の部

預金 1,087,659 1,124,660

譲渡性預金 3,000 8,150

借用金 － 1,600

外国為替 11 21

社債 12,000 5,800

その他負債 6,018 5,965

退職給付引当金 3,517 3,564

役員退職慰労引当金 112 128

利息返還損失引当金 8 5

睡眠預金払戻損失引当金 344 314

繰延税金負債 22 24

再評価に係る繰延税金負債 2,799 2,718

負ののれん 77 －

支払承諾 9,239 7,761

負債の部合計 1,124,811 1,160,715
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成22年３月31日)

当連結会計年度
(平成23年３月31日)

純資産の部

資本金 17,700 17,700

資本剰余金 22,986 22,986

利益剰余金 5,843 6,594

自己株式 △0 △1

株主資本合計 46,529 47,279

その他有価証券評価差額金 1,099 △473

繰延ヘッジ損益 △1 －

土地再評価差額金 3,921 3,803

その他の包括利益累計額合計 5,018 3,329

少数株主持分 137 141

純資産の部合計 51,686 50,750

負債及び純資産の部合計 1,176,498 1,211,466
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

 (連結損益計算書)

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

経常収益 27,334 26,428

資金運用収益 23,312 22,105

貸出金利息 20,277 19,311

有価証券利息配当金 2,953 2,726

コールローン利息及び買入手形利息 27 29

預け金利息 2 3

その他の受入利息 51 34

役務取引等収益 3,427 3,225

その他業務収益 183 521

その他経常収益 411 575

経常費用 25,337 24,315

資金調達費用 2,919 2,503

預金利息 2,553 2,152

譲渡性預金利息 9 8

コールマネー利息及び売渡手形利息 0 0

借用金利息 － 1

社債利息 310 330

その他の支払利息 44 9

役務取引等費用 1,679 1,760

その他業務費用 162 189

営業経費 17,710 17,465

その他経常費用 2,866 2,397

その他の経常費用 2,866 2,397

経常利益 1,997 2,112

特別利益 608 412

固定資産処分益 11 55

貸倒引当金戻入益 257 62

償却債権取立益 247 294

役員退職慰労引当金戻入額 78 －

投資損失引当金戻入額 13 －

特別損失 384 1,182

固定資産処分損 26 29

減損損失 317 256

貸倒引当金繰入額 － 806

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 91

その他の特別損失 39 －

税金等調整前当期純利益 2,221 1,342

法人税、住民税及び事業税 65 69

法人税等調整額 △150 △43

法人税等合計 △84 25

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,316

少数株主利益 7 2

当期純利益 2,298 1,314
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 (連結包括利益計算書)

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,316

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － △1,571

繰延ヘッジ損益 － 1

その他の包括利益合計 － △1,569

包括利益 － △253

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 － △257

少数株主に係る包括利益 － 3
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（３）連結株主資本等変動計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 7,700 17,700

当期変動額

新株の発行 10,000 －

当期変動額合計 10,000 －

当期末残高 17,700 17,700

資本剰余金

前期末残高 21,750 22,986

当期変動額

新株の発行 10,000 －

自己株式の処分 △0 △0

自己株式の消却 △8,764 －

当期変動額合計 1,235 △0

当期末残高 22,986 22,986

利益剰余金

前期末残高 3,663 5,843

当期変動額

剰余金の配当 △259 △681

当期純利益 2,298 1,314

土地再評価差額金の取崩 141 118

当期変動額合計 2,180 750

当期末残高 5,843 6,594

自己株式

前期末残高 △0 △0

当期変動額

自己株式の取得 △8,764 △0

自己株式の処分 0 0

自己株式の消却 8,764 －

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 △0 △1

株主資本合計

前期末残高 33,113 46,529

当期変動額

新株の発行 20,000 －

剰余金の配当 △259 △681

当期純利益 2,298 1,314

自己株式の取得 △8,764 △0

自己株式の処分 0 0

自己株式の消却 － －

土地再評価差額金の取崩 141 118

当期変動額合計 13,416 749

当期末残高 46,529 47,279
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

前期末残高 △5,858 1,099

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

6,957 △1,572

当期変動額合計 6,957 △1,572

当期末残高 1,099 △473

繰延ヘッジ損益

前期末残高 △11 △1

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

9 1

当期変動額合計 9 1

当期末残高 △1 －

土地再評価差額金

前期末残高 4,063 3,921

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△141 △118

当期変動額合計 △141 △118

当期末残高 3,921 3,803

その他の包括利益累計額合計

前期末残高 △1,806 5,018

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

6,825 △1,689

当期変動額合計 6,825 △1,689

当期末残高 5,018 3,329

少数株主持分

前期末残高 122 137

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15 3

当期変動額合計 15 3

当期末残高 137 141

純資産合計

前期末残高 31,428 51,686

当期変動額

新株の発行 20,000 －

剰余金の配当 △259 △681

当期純利益 2,298 1,314

自己株式の取得 △8,764 △0

自己株式の処分 0 0

土地再評価差額金の取崩 141 118

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 6,841 △1,685

当期変動額合計 20,257 △935

当期末残高 51,686 50,750
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,221 1,342

減価償却費 1,434 1,453

減損損失 317 256

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 91

のれん償却額 △74 △74

持分法による投資損益（△は益） △49 △30

貸倒引当金の増減（△） △2,971 △887

投資損失引当金の増減額（△は減少） △13 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △25 47

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △153 15

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） △84 △29

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △8 △2

資金運用収益 △23,312 △22,105

資金調達費用 2,919 2,503

有価証券関係損益（△） 385 599

為替差損益（△は益） 115 －

固定資産処分損益（△は益） 16 △26

貸出金の純増（△）減 △20,302 △14,478

預金の純増減（△） 16,109 37,001

譲渡性預金の純増減（△） 900 5,150

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

－ 1,300

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 838 151

コールローン等の純増（△）減 － 1,000

コールマネー等の純増減（△） △98 －

外国為替（資産）の純増（△）減 168 45

外国為替（負債）の純増減（△） △0 9

資金運用による収入 23,408 22,267

資金調達による支出 △3,561 △2,370

その他 738 696

小計 △1,082 33,923

法人税等の支払額 △61 △50

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,144 33,873
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △119,813 △147,718

有価証券の売却による収入 69,420 103,834

有価証券の償還による収入 26,591 20,809

有形固定資産の取得による支出 △241 △239

有形固定資産の売却による収入 172 118

無形固定資産の取得による支出 △84 △306

無形固定資産の売却による収入 0 0

非連結子会社株式の取得による支出 － △50

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,954 △23,550

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 20,000 －

配当金の支払額 △259 △681

劣後特約付借入れによる収入 － 300

劣後特約付社債の発行による収入 － 5,800

劣後特約付社債の償還による支出 － △12,000

自己株式の取得による支出 △8,764 △0

自己株式の処分による収入 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー 10,976 △6,582

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △14,122 3,740

現金及び現金同等物の期首残高 42,743 28,620

現金及び現金同等物の期末残高 28,620 32,361
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該当事項はありません。 

①連結の範囲に関する事項 

(ア) 連結子会社         ３社 

会社名・山形ビジネスサービス株式会社 

   ・きらやかキャピタル株式会社 

   ・きらやかカード株式会社 

(イ) 非連結子会社        １社 

会社名・きらやかターンアラウンド・パートナーズ株式会社 

非連結子会社は、その資産、経常収益、当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う

額)等からみて、連結の範囲から除いても企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を妨

げない程度に重要性が乏しいため、連結の範囲から除外しております。 

②持分法の適用に関する事項 

(ア) 持分法適用の非連結子会社 ０社 

(イ) 持分法適用の関連会社   ２社 

会社名 ・株式会社東北バンキングシステムズ 

    ・株式会社富士通山形インフォテクノ 

(ウ) 持分法非適用の非連結子会社 １社 

会社名・きらやかターンアラウンド・パートナーズ株式会社 

持分法非適用の非連結子会社は、当期純損益(持分に見合う額)、利益剰余金(持分に見合う額)等から

みて、持分法の対象から除いても連結計算書書類に重要な影響を与えないため、持分法の対象から除い

ております。 

(エ) 持分法非適用の関連会社   ０社 

③連結子会社の事業年度等に関する事項 

 すべての連結子会社の事業年度末日は連結決算日と一致しております。 

④会計処理基準に関する事項 

(ア) 商品有価証券の評価基準及び評価方法 

  商品有価証券の評価は、時価法(売却原価は移動平均法により算定)により行っております。 

(イ) 有価証券の評価基準及び評価方法 

(a) 有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法(定額法)、その

他有価証券のうち時価のあるものについては連結決算日の市場価格等に基づく時価法(売却原価は移動

平均法により算定)、時価を把握することが極めて困難と認められるものについては移動平均法による

原価法により行っております。なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により

処理しております。  

(b) 有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として運用されている有価

証券の評価は、時価法により行っております。 

(ウ) デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

(エ) 減価償却の方法 

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項
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(a) 有形固定資産(リース資産を除く) 

当行の有形固定資産は、定率法(ただし、平成10年４月１日以後に取得した建物(建物附属設備を除

く。)については定額法)を採用しております。 

また、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物  ：15年～50年 

その他 ：３年～６年 

連結子会社の有形固定資産については、資産の見積耐用年数に基づき、主として定率法(ただし、平

成10年４月１日以後に取得した建物(建物附属設備を除く。)については定額法)により償却しておりま

す。 

(b) 無形固定資産(リース資産を除く) 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウエアについては、当行

及び連結子会社で定める利用可能期間(主として５年)に基づいて償却しております。 

(c) リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」(及び「無形固定資産」)中のリース

資産は、リース期間を耐用年数とした定額法によっております。なお、残存価額については、リース契

約上に残価保証の取決めがあるものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零としております。 

(オ) 貸倒引当金の計上基準 

当行の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 

破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者(以下「破綻先」という。)に係る債権

及びそれと同等の状況にある債務者(以下「実質破綻先」という。)に係る債権については、以下のなお

書きに記載されている直接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込

額を控除し、その残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況にないが、今後経営破綻に陥

る可能性が大きいと認められる債務者（以下「破綻懸念先」という。）に係る債権については、債権額

から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支払

能力を総合的に判断し必要と認める額を計上しております。 

上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計

上しております。 

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独

立した資産監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っておりま

す。 

なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評価額及び

保証による回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減額して

おり、その金額は8,005百万円であります。 

連結子会社の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒実績率等を勘案して必要と認めた額を、

貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額をそれぞれ引き当

てております。 

(カ) 投資損失引当金の計上基準 

当行の投資損失引当金は、投資に対する損失に備えるため、有価証券の発行会社の財政状態等を勘案

して必要と認められる額を計上しております。 

(キ) 賞与引当金の計上基準 

㈱きらやか銀行(8520)　平成23年３月期　決算短信

－16－



賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当

連結会計年度に帰属する額を計上しております。なお、当連結会計年度の賞与確定額はその他負債に含

まれております。 

(ク) 役員賞与引当金の計上基準 

役員賞与引当金は、連結子会社の一部において、役員への賞与の支払いに備えるため、役員に対する

賞与の支給見込額のうち、当連結会計年度に帰属する額を計上しております。なお、当連結会計年度

は、支給見込額が零であるため計上しておりません。 

(ケ) 退職給付引当金の計上基準 

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年

金資産の見込額に基づき、必要額を計上しております。また、過去勤務債務及び数理計算上の差異の費

用処理方法は以下のとおりであります。 

過去勤務債務：その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数(11年)による定額法により

費用処理又は発生連結会計年度において全額費用処理    

数理計算上の差異：各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数(11年)に

よる定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理 

なお、会計基準変更時差異(3,546百万円)(代行返上後)については、15年による按分額を費用処理し

ております。   

(コ) 役員退職慰労引当金の計上基準 

役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員に対する退職慰労金の支給

見積額のうち、当連結会計年度末までに発生していると認められる額を計上しております。 

(サ) 利息返還損失引当金の計上基準 

クレジットカード業を営む連結子会社において、債務者等から利息制限法の上限金利を超過して支払

った利息の返還請求に備えるため、利息返還損失引当金を計上しております。 

(シ) 睡眠預金払戻損失引当金の計上基準 

睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるた

め、将来の払戻請求に応じて発生する損失を見積り必要と認める額を計上しております。 

(ス) 受取保証料(役務取引等収益)の計上基準 

クレジットカード業を営む連結子会社(きらやかカード株式会社)における受取保証料(役務取引等収

益)については、連結会計年度末における被保証債務残高が全額期限前弁済されると仮定した場合に返

戻を要する保証料額(契約に基づく金額)を、受取保証料の総額から除いた額を収益として計上する方法

を採用しております。 

(セ) 外貨建資産・負債の換算基準 

当行の外貨建資産・負債は、連結決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

(ソ) リース取引の処理方法 

当行及び連結子会社の所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年

４月１日前に開始する連結会計年度に属するものについては、通常の賃貸借取引に準じた会計処理によ

っております。 

(タ) 重要なヘッジ会計の方法 

(a) 金利リスク・ヘッジ 

当行の金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における金融商
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品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」(日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第

24号。以下「業種別監査委員会報告第24号」という。)に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッ

ジ有効性評価の方法については、相場変動を相殺するヘッジについて、ヘッジ対象となる預金・貸出金

等とヘッジ手段である金利スワップ取引等を個別契約ごとに特定し、有効性の評価をしております。ま

た、キャッシュ・フローを固定するヘッジについては、ヘッジ対象とヘッジ手段の金利変動要素の相関

関係の検証により有効性の評価をしております。 

なお、一部の資産・負債については、金利スワップの特例処理を行っております。 

(b) 為替変動リスク・ヘッジ 

当行の外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業にお

ける外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」(日本公認会計士協会業種別監査委

員会報告第25号。以下「業種別監査委員会報告第25号」という。)に規定する繰延ヘッジによっており

ます。ヘッジ有効性評価の方法については、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する目的で

行う通貨スワップ取引及び為替スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債

務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が存在することを確認することによりヘッジの有効性

を評価しております。 

(チ) のれんの償却方法及び償却期間 

５年間の定額法により償却を行っております。 

(ツ) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲は、連結貸借対照表上の「現金預け金」のうち現

金及び日本銀行への預け金であります。 

(テ) 消費税等の会計処理 

当行及び連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

  

（資産除去債務に関する会計基準） 

当連結会計年度から「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号平成20年３月31日)及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号平成20年３月31日)を適用

しております。 

これにより、経常利益は３百万円減少し、税金等調整前当期純利益は94百万円減少しております。ま

た、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は113百万円であります。 

(持分法に関する会計基準) 

当連結会計年度から「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号平成20年３月10日公表分）及

び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号平成20年３月10日)を

適用しております。これにより、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響はありません。 

  

(連結貸借対照表関係) 

「銀行法施行規則等の一部を改正する内閣府令（内閣府令第41号平成22年９月21日）の適用により、

前連結会計年度末まで区分掲記しておりました「負ののれん」は、当連結会計年度末において「その他

負債」に含めて表示しております。なお、前連結会計年度末の「負ののれん」は77百万円であります。

（７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

【表示方法の変更】
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(連結貸借対照表及び連結株主資本等変動計算書関係) 

「銀行法施行規則等の一部を改正する内閣府令」（内閣府令第５号平成23年３月25日）により改正さ

れた「銀行法施行規則」（昭和57年大蔵省令第10号）別紙様式を適用し、前連結会計年度における「評

価・換算差額等」は当連結会計年度から「その他の包括利益累計額」として表示しております。 

(連結損益計算書関係) 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の

用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(内閣府令第５号平成21年３月24

日)の適用により、当連結会計年度では、「少数株主損益調整前当期純利益」を表示しております。 

  

当連結会計年度から「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計基準第25号平成22年６月30日）

を適用しております。ただし、「その他の包括利益累計額」及びその他の包括利益累計額合計」の前年

連結会計年度の金額は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額等合計」の金額を記載しておりま

す。 

①当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

 
②当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

 
  

  

  

１  報告セグメントの概要 

当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。 

当行グループは、主として国内において、きらやか銀行が行う銀行業を中心に、連結子会社におい

てクレジットカード業務及びベンチャーキャピタル業務等の金融サービス業を行っております。 

当行グループは、中核事業である「銀行業」を報告セグメントにしております。また、連結子会社

の行うそれぞれの金融サービス業務は、その金額の全体に対する重要性を考慮し「その他」に含めて

おります。 

  

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項」における記載と同一であります。 

  

【追加情報】

（８）連結財務諸表に関する注記事項

(連結包括利益計算書関係)

その他の包括利益 6,975百万円

 その他有価証券評価差額金 6,965百万円

 繰延ヘッジ損益 ９百万円

包括利益 9,281百万円

 親会社株主に係る包括利益 9,265百万円

 少数株主に係る包括利益 15百万円

(セグメント情報等)
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３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

                                    （単位：百万円）

 
(注）１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

   ２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業、ベンチ

ャーキャピタル業及び事務受託業を含んでおります。 

 （追加情報） 

当連結会計年度から「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号平成20年３月21日）を適用しております。 

報告セグメント
その他 合計

銀行業 計

経常収益

  外部顧客に対する経常収益 25,605 25,605 743 26,349

  セグメント間の内部経常収益 38 38 575 613

計 25,643 25,643 1,319 26,962

セグメント利益 1,964 1,964 70 2,035

セグメント資産 1,210,524 1,210,524 103,923 1,314,448

セグメント負債 1,159,920 1,159,920 102,676 1,262,596

その他の項目

減価償却費 1,443 1,443 7 1,451

 資金運用収益 21,861 21,861 270 22,131

 資金調達費用 2,497 2,497 5 2,503

 特別利益 371 371 37 409

 （固定資産処分益） (52) (52) ― (52)

 （貸倒引当金戻入益） (24) (24) (37) (62)

 （償却債権取立益） (294) (294) ─ (294)

 特別損失 1,182 1,182 0 1,182

 （固定資産処分損） (29) (29) (0) (29)

 （減損損失） (256) (256) ─ (256)

 （資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額） (91) (91) ─ (91)

 （震災による貸倒引当金繰入額） (806) (806) ― (806)

 税金費用 △ 17 △ 17 42 25

 持分法適用会社への投資額 17 17 ─ 17

 有形固定資産及び無形固定資産の増加額 543 543 1 545
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(注) １．１株当たり純資産額の算定上の基礎は次のとおりであります。 

 
(注)当連結会計年度末の当該優先配当額は、平成23年３月31日を基準日として配当を予定している額のうち、当連

結会計年度に帰属するものとして算定された額を記載しております。 

  

(１株当たり情報)

当連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

１株当たり純資産額 円 234.66

１株当たり当期純利益金額 円 7.46

潜在株式調整後１株当たり当期純利

益金額
円 3.25

項目
当連結会計年度末
(平成23年３月31日)

純資産の部の合計額 百万円 50,750

純資産の部の合計額から控除す
る金額

百万円 20,314

（うち少数株主持分） 百万円 141

（うち優先株式発行金額） 百万円 20,000

（うち定時株主総会決議によ
る優先配当額） (注)

百万円 173

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 30,435

１株当たり純資産額の算定に用
いられた期末の普通株式の数

千株 129,698
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２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりで

あります。 

 
(注)１．当連結会計年度末の当該優先配当額は、平成23年３月31日を基準日として配当を予定している額のうち、

当連結会計年度に帰属するものとして算定された額を記載しております。 

２．当連結会計年度については、平成22年９月30日を基準日として配当を実施した額を記載しております。 

  

項目
当連結会計年度

(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

当期純利益 百万円 1,314

普通株主に帰属しない金額 百万円 346

うち定時株主総会決議によ
る優先配当額 (注１)

百万円 173

う ち 中 間 優 先 配 当 額 
（注２）

百万円 173

普通株式に係る当期純利益 百万円 967

普通株式の期中平均株式数 千株 129,701

潜在株式調整後１株当たり当期
純利益金額

当期純利益調整額 百万円 346

うち定時株主総会決議によ
る優先配当額 (注１)

百万円 173

う ち 中 間 優 先 配 当 額 
（注２）

百万円 173

普通株式増加数 千株 273,972

うち優先株式 千株 273,972

希薄化効果を有しないため、潜

在株式調整後１株当たり当期純

利益の算定に含めなかった潜在

株式の概要

──────
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株式会社仙台銀行との経営統合の延期について 

当行と株式会社仙台銀行は、平成22年10月26日付で「経営統合の検討開始に関する基本合意書」を締

結し、平成23年10月を目処に共同して持株会社を設立する方式により経営統合を行うこと(以下、「本

件経営統合」という。)を目指した協議を行ってまいりましたが、平成23年４月11日の両行取締役会に

おいて、本件経営統合を暫時延期することを決定いたしました。 

①本件経営統合延期の理由 

平成23年３月11日に発生いたしました「東日本大震災」(以下、「大震災」という。)により、両行が

営業基盤としております東北地方においては、過去にない規模の甚大な被害がもたらされました。 

このような状況下において、ともに地域に深く根ざす金融機関として、今般の大震災による被害から

の復興に向け、地域経済に対する支援を最優先し、全力を尽くす必要があると考え、かかる必要性に照

らし本件経営統合のスケジュールにつき両行間で協議を行った結果、本年10月に予定していた経営統合

の時期を暫時延期することが妥当であるとの合意に至ったものです。 

②延期後の本件経営統合について 

延期後の経営統合の時期につきましては、平成24年度中の可能な限り早い時期を目処としておりま

す。 

なお、大震災復興支援の観点から両行で協力して対応できるものについては、経営統合に先行して、

業務提携等の形態を通じて前倒しで実施していくことも検討してまいります。 

  

連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、リ

ース取引、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、税効果会計、資産除去債務、関連当事

者に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示

を省略いたします。なお、ストックオプション等、企業結合等については、該当ありません。 

(重要な後発事象)

(開示の省略)
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５．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成22年３月31日)

当事業年度
(平成23年３月31日)

資産の部

現金預け金 29,434 33,023

現金 26,563 30,702

預け金 2,871 2,320

コールローン 10,000 9,000

商品有価証券 223 223

商品国債 － 3

商品地方債 223 220

有価証券 232,267 253,566

国債 116,681 109,899

地方債 2,879 3,437

社債 55,642 71,192

株式 10,333 6,942

その他の証券 46,730 62,094

貸出金 877,241 891,950

割引手形 10,546 10,917

手形貸付 52,327 51,625

証書貸付 737,860 749,398

当座貸越 76,507 80,008

外国為替 493 447

外国他店預け 486 444

買入外国為替 － 0

取立外国為替 6 3

その他資産 8,543 7,002

未決済為替貸 146 131

前払費用 3 3

未収収益 1,190 1,159

金融派生商品 － 1

その他の資産 7,203 5,706

有形固定資産 18,198 17,448

建物 5,903 5,529

土地 11,397 11,141

建設仮勘定 55 －

その他の有形固定資産 842 778

無形固定資産 1,956 1,529

ソフトウエア 1,789 1,363

その他の無形固定資産 167 166

繰延税金資産 4,612 4,776

支払承諾見返 9,239 7,761

貸倒引当金 △17,058 △16,205

資産の部合計 1,175,153 1,210,524
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成22年３月31日)

当事業年度
(平成23年３月31日)

負債の部

預金 1,088,115 1,125,261

当座預金 26,193 26,087

普通預金 343,708 350,145

貯蓄預金 2,453 2,274

通知預金 5,906 4,914

定期預金 688,709 722,867

定期積金 13,864 12,545

その他の預金 7,278 6,424

譲渡性預金 3,000 8,150

借用金 － 1,600

外国為替 11 21

売渡外国為替 8 8

未払外国為替 3 12

社債 12,000 5,800

その他負債 4,373 4,680

未決済為替借 255 243

未払法人税等 97 70

未払費用 2,773 2,965

前受収益 734 687

従業員預り金 127 142

給付補てん備金 39 35

金融派生商品 39 2

資産除去債務 － 115

その他の負債 305 417

退職給付引当金 3,477 3,501

役員退職慰労引当金 102 111

睡眠預金払戻損失引当金 344 314

再評価に係る繰延税金負債 2,799 2,718

支払承諾 9,239 7,761

負債の部合計 1,123,464 1,159,920

純資産の部

資本金 17,700 17,700

資本剰余金 24,178 24,178

資本準備金 15,641 15,641

その他資本剰余金 8,536 8,536

利益剰余金 4,809 5,417

利益準備金 25 162

その他利益剰余金 4,783 5,254

繰越利益剰余金 4,783 5,254

自己株式 △0 △1

株主資本合計 46,687 47,294

その他有価証券評価差額金 1,081 △493

繰延ヘッジ損益 △1 －

土地再評価差額金 3,921 3,803

評価・換算差額等合計 5,001 3,310

純資産の部合計 51,688 50,604

負債及び純資産の部合計 1,175,153 1,210,524

㈱きらやか銀行(8520)　平成23年３月期　決算短信

－25－



（２）損益計算書

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

経常収益 26,407 25,643

資金運用収益 23,066 21,861

貸出金利息 19,994 19,051

有価証券利息配当金 2,990 2,742

コールローン利息 27 29

預け金利息 2 3

金利スワップ受入利息 15 2

その他の受入利息 35 32

役務取引等収益 2,947 2,784

受入為替手数料 1,004 990

その他の役務収益 1,943 1,794

その他業務収益 152 505

外国為替売買益 17 16

商品有価証券売買益 2 －

国債等債券売却益 127 478

国債等債券償還益 4 9

その他の業務収益 0 0

その他経常収益 242 492

株式等売却益 83 260

その他の経常収益 159 232

経常費用 24,617 23,678

資金調達費用 2,912 2,497

預金利息 2,554 2,153

譲渡性預金利息 9 8

コールマネー利息 0 0

借用金利息 － 1

社債利息 310 330

金利スワップ支払利息 36 3

その他の支払利息 0 0

役務取引等費用 1,618 1,704

支払為替手数料 374 366

その他の役務費用 1,243 1,337

その他業務費用 162 189

商品有価証券売買損 － 0

国債等債券売却損 112 133

国債等債券償還損 50 42

国債等債券償却 － 12

営業経費 17,340 17,127

その他経常費用 2,584 2,159

貸出金償却 1,272 618

株式等売却損 30 301

株式等償却 410 856

その他の経常費用 871 381

経常利益 1,789 1,964
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(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

特別利益 765 371

固定資産処分益 8 52

貸倒引当金戻入益 417 24

償却債権取立益 247 294

役員退職慰労引当金戻入額 78 －

投資損失引当金戻入額 13 －

特別損失 384 1,182

固定資産処分損 26 29

減損損失 317 256

貸倒引当金繰入額 － 806

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 91

その他の特別損失 39 －

税引前当期純利益 2,171 1,153

法人税、住民税及び事業税 61 45

法人税等調整額 △88 △62

法人税等合計 △27 △17

当期純利益 2,198 1,170
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（３）株主資本等変動計算書

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 7,700 17,700

当期変動額

新株の発行 10,000 －

当期変動額合計 10,000 －

当期末残高 17,700 17,700

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 5,641 15,641

当期変動額

新株の発行 10,000 －

当期変動額合計 10,000 －

当期末残高 15,641 15,641

その他資本剰余金

前期末残高 17,300 8,536

当期変動額

自己株式の処分 △0 △0

自己株式の消却 △8,764 －

当期変動額合計 △8,764 △0

当期末残高 8,536 8,536

資本剰余金合計

前期末残高 22,942 24,178

当期変動額

新株の発行 10,000 －

自己株式の処分 △0 △0

自己株式の消却 △8,764 －

当期変動額合計 1,235 △0

当期末残高 24,178 24,178

利益剰余金

利益準備金

前期末残高 2,058 25

当期変動額

利益準備金の積立 25 136

利益準備金の取崩 △2,058 －

当期変動額合計 △2,032 136

当期末残高 25 162

その他利益剰余金

別途積立金

前期末残高 3,830 －

当期変動額

別途積立金の取崩 △3,830 －

当期変動額合計 △3,830 －

当期末残高 － －

㈱きらやか銀行(8520)　平成23年３月期　決算短信

－28－



(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

繰越利益剰余金

前期末残高 △3,159 4,783

当期変動額

利益準備金の積立 △25 △136

利益準備金の取崩 2,058 －

別途積立金の取崩 3,830 －

剰余金の配当 △259 △681

当期純利益 2,198 1,170

土地再評価差額金の取崩 141 118

当期変動額合計 7,943 471

当期末残高 4,783 5,254

利益剰余金合計

前期末残高 2,729 4,809

当期変動額

利益準備金の積立 － －

利益準備金の取崩 － －

別途積立金の取崩 － －

剰余金の配当 △259 △681

当期純利益 2,198 1,170

土地再評価差額金の取崩 141 118

当期変動額合計 2,080 607

当期末残高 4,809 5,417

自己株式

前期末残高 △0 △0

当期変動額

自己株式の取得 △8,764 △0

自己株式の処分 0 0

自己株式の消却 8,764 －

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 △0 △1

株主資本合計

前期末残高 33,371 46,687

当期変動額

新株の発行 20,000 －

剰余金の配当 △259 △681

当期純利益 2,198 1,170

自己株式の取得 △8,764 △0

自己株式の処分 0 0

自己株式の消却 － －

土地再評価差額金の取崩 141 118

当期変動額合計 13,316 606

当期末残高 46,687 47,294
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(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日)

当事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 △5,869 1,081

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

6,951 △1,574

当期変動額合計 6,951 △1,574

当期末残高 1,081 △493

繰延ヘッジ損益

前期末残高 △11 △1

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

9 1

当期変動額合計 9 1

当期末残高 △1 －

土地再評価差額金

前期末残高 4,063 3,921

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△141 △118

当期変動額合計 △141 △118

当期末残高 3,921 3,803

評価・換算差額等合計

前期末残高 △1,817 5,001

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

6,818 △1,691

当期変動額合計 6,818 △1,691

当期末残高 5,001 3,310

純資産合計

前期末残高 31,553 51,688

当期変動額

新株の発行 20,000 －

剰余金の配当 △259 △681

当期純利益 2,198 1,170

自己株式の取得 △8,764 △0

自己株式の処分 0 0

土地再評価差額金の取崩 141 118

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 6,818 △1,691

当期変動額合計 20,135 △1,084

当期末残高 51,688 50,604
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該当事項はありません。 

  

① 代表者の異動 

該当事項はありません。 

② その他の役員の異動 

該当事項はありません。 

①新任執行役員候補 

執行役員  早坂 徳四郎   (現 仙台支店長) 

執行役員  須藤 清彦    (現 経営企画部部長) 

執行役員  多田 正一    (現 北営業部長) 

執行役員  遠藤 純一    (現 東京支店長) 

  

【新任執行役員候補者の略歴】 

 
  

（４）継続企業の前提に関する注記

６．その他

（１）役員の異動(平成23年６月28日付予定)

（２）執行役員の異動(平成23年６月28日付予定)

氏名 早坂 徳四郎 (昭和31年６月27日生 山形県東根市出身)

職歴 昭和56年４月 殖産銀行入行

平成13年10月 同行漆山支店長

平成16年４月 同行山辺支店長

平成19年５月 当行統合戦略推進本部副本部長

平成19年11月 当行天童支店長

平成23年４月 当行仙台支店長（現職）

氏名 須藤 清彦 (昭和37年７月28日生 山形県山形市出身)

職歴 昭和60年４月 山形しあわせ銀行入行

平成10年４月 同行東京事務所長

平成14年４月 同行経営企画部経営企画課長

平成17年６月 同行経営企画部長

平成19年５月 当行経営企画部副部長

平成20年４月 当行経営企画部長

平成20年10月 当行事務部長

平成22年11月 当行経営企画部部長（現職）
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氏名 多田 正一 (昭和33年２月４日生 山形県東村山郡山辺町出身)

職歴 昭和57年４月 殖産銀行入行

平成15年４月 同行宮内支店長

平成18年２月 同行長井支店長

平成19年５月 当行長井中央支店長

平成19年10月 当行融資本部融資一部主任審査役

平成21年４月 当行西支店長

平成22年４月 当行北営業部長（現職）

氏名 遠藤 純一 (昭和31年９月20日生 山形県寒河江市出身)

職歴 昭和54年４月 山形しあわせ銀行入行

平成12年10月 同行ローンマーケット部住宅ローン推進室長

平成13年４月 同行南館支店長

平成16年10月 同行営業推進部業務渉外室長

平成17年４月 同行大宮支店長

平成19年５月 当行新潟地区本部主任調査役

平成20年４月 当行寒河江支店長

平成22年４月 当行東京支店長（現職）
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平 成 ２ ２ 年 度

決 算 説 明 資 料



Ⅰ　平成２２年度決算の概況

１．損益状況

２．業務純益

３．利鞘（国内業務部門）

４．有価証券関係損益

５．自己資本比率（国内基準）

６．ＲＯＥ

Ⅱ　貸出金等の状況

１．リスク管理債権の状況

２．貸倒引当金の状況

（1）償却・引当基準

（2）貸倒引当金の内訳

３．金融再生法に基づく開示債権

４．金融再生法開示債権の保全状況

５．自己査定、開示債権及び償却・引当との関係

６．業種別貸出金状況等

（1）業種別貸出金

（2）消費者ローン残高

（3）中小企業等貸出比率及び貸出残高

７．預金、貸出金の残高

８. 預り資産の残高

Ⅲ　有価証券の評価損益

１．有価証券の評価基準

２．評価損益

Ⅳ　退職給付関連

１．退職給付債務

２．退職給付費用

単・連 10

単 9

単・連 10

単 9

単 9

単 9

単 9

単 7

単 8

6

単 7

単 12

3

単 3

単・連 4

単 4

単

【　目　　次　】

単・連 1

単 3
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単・連 5

単

単
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Ⅰ　平成２２年度 決算の概況

１．損益状況

【単体】 (単位：百万円)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

7,478

7,741

737

806

23

△ 2,835

298

4,800

4,501

856

平成23年３月期

83

7

36

19

15,958

279

656

637

613

20,102

19,822

18,749

1,072

740

△ 691

1,964

△ 811

706

618

-

△ 653

10

△ 691

△ 205

△ 51

△ 565

329

△ 894

△ 17

△ 30

△ 30

△ 3,576

410

△ 1,819

-

② 不 良 債 権 処 理 額

貸 出 金 償 却

1,398

△ 357

1,398

72

-

53

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 -

260

301

1,153 2,171△ 1,017

294 24746

5,366

30

1,789

381

83

270

177

706

△ 898

4 △ 48

1,272

-

4,800 △ 565

-

5,366

5,396

7,947

-

7,370

16,106

1718

19

△ 148

そ の 他 業 務 利 益

( う ち 債 券 関 係 損 益 )

( 除 く 債 券 関 係 損 益 )

518

7役 務 取 引 等 利 益

543

資 金 利 益

0

279

94

△ 27307

543

94

113

19,634

1,321

21,503

20,758

20,459

役 務 取 引 等 利 益

20,929

20,959

業 務 粗 利 益

( 除 く 債 券 関 係 損 益 )

国 内 業 務 粗 利 益

( 除 く 債 券 関 係 損 益 )

平成22年３月期

21,472

1,170

45

△ 62 △ 88

789

61

317う ち 減 損 損 失 △ 61

2,198

506

③ う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 24

806 -

417△ 392

1,488 981

信用保証協会責任共有制度負担金

( 貸 倒 償 却 引 当 費 用 ① ＋ ② )

株 式 等 関 係 損 益

株 式 等 売 却 益

株 式 等 売 却 損

株 式 等 償 却

そ の 他 臨 時 損 益

△ 540

△ 16

資 金 利 益

そ の 他 業 務 利 益

( う ち 債 券 関 係 損 益 )

国 際 業 務 粗 利 益

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

物 件 費

人 件 費

税 金

業務純益 (一般貸 倒引 当金 繰入 前 )

除く債券関係損益(コア業務純益)

う ち 有 形 固 定 資 産 処 分 損 益

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益

う ち 債 券 関 係 損 益

臨 時 損 益

債 権 売 却 損

経 常 利 益

特 別 損 益

(参考)与信関係費用(①＋②－③＋④)

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

平成22年３月期比

△ 713

△ 1,043

△ 1,027

△ 1,192

41

△ 827

△ 1,137

△ 885

△ 249

26

310

108

④うち震災による貸倒引当金繰入額

446

588

174

256

う ち 償 却 債 権 取 立 益

△ 1,230
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【連結】

＜連結損益計算書ベース＞ (単位：百万円)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

(注)連結粗利益＝(資金運用収益－資金調達費用)＋(役務取引等収益－役務取引等費用)＋(その他業務収益－その

　　他業務費用) 

(連結対象会社数) (単位：社)

連結子会社数 

持分法適用会社数 

2,221

65

△ 150

7

49

△ 481

1,997

224

-

220

72

△ 356

17,710

1,666

1,373

-

△ 984

0

0

3

2

2,298

△ 879

4

106

△ 5

△ 63

10

△ 543

△ 19

平成22年３月期比

△ 762

△ 790

△ 282

平成22年３月期

22,162

20,393

310 21

1,747

686

157

-

持 分 法 に よ る 投 資 損 益 30

株 式 等 関 係 損 益 △ 899

そ の 他 △ 25 455

経 常 利 益 2,112 115

△ 994特 別 損 益 △ 770

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,342

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 69

法 人 税 等 調 整 額 △ 43

少 数 株 主 利 益 2

当 期 純 利 益 1,314

3

2

債 権 売 却 損

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

貸 出 金 償 却

営 業 経 費

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

貸 倒 償 却 引 当 費 用

平成23年３月期

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

17,465

926

連 結 粗 利 益

331

19,602

1,465

21,399

信用保証協会責任共有制度負担金 83

-

△ 244

△ 740

△ 687

-

-
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２．業務純益

【単体】 (単位：百万円)

 (1) 業務純益 (一般貸倒引当金繰入前)

職員一人当たり (千円)

 (2) 業務純益

職員一人当たり (千円)

(注)　職員一人当たり計数は、期中平均人員により算出しております。

３．利鞘 (国内業務部門)

【単体】 (単位：％)

 (1) 資金運用利回 (Ａ)

貸出金利回

有価証券利回

 (2) 資金調達原価 (Ｂ)

預金等利回

 (3) 総資金利鞘 (Ａ)－(Ｂ)

４．有価証券関係損益

【単体】 (単位：百万円)

国債等債券損益 (５勘定尻)

売却益

償還益

売却損

償還損

償　却

株式等損益 (３勘定尻)

売却益

売却損

償　却

301 270 30

856 446 410

50

23年３月期 22年３月期
22年３月期比

298 329 △ 30

112

260 177 83

△ 898 △ 540 △ 357

12 12 -

478 350 127

133

42 △ 7

21

9 5 4

0.19 △ 0.04 0.23

0.22 △ 0.09 0.31

0.85 △ 0.32 1.17

1.61 △ 0.10 1.71

1.83 △ 0.19 2.02

2.23 △ 0.10 2.33

5,080

22年３月期
22年３月期比

23年３月期 22年３月期
22年３月期比

5,366

5,702622△              

565△              

5,366

5,702622△              

565△              4,800

5,080

4,800

23年３月期
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５．自己資本比率（国内基準）

【単体】 (単位：百万円)

% ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ % %

( )

( )

( )

【連結】 (単位：百万円)

% ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ % %

( )

( )

( )

６．ＲＯＥ

【単体】 (単位：％)

- -

618,552

△ 3.51

22年３月期比

15,397 621,083

22年３月期

64,570 64,166

12,000

17,687 17,813

2,680 2,789

3,006 3,024

10.37

526

△ 71

-

△ 1.02

-

700 46,883 46,353

△ 4,871

22年３月末

-

170

△ 5,275

22年９月末比

△ 1.04

-

618,610 616,216

10.39

5,900△     

12,970 15,364

22年３月末比

-

5,900△     

553

22年９月末

493 2,400

-

△ 89 3,006

12,000

△ 71

△ 5,410

489 2,396

△ 4,944

△ 5,482

72

△ 5,497 17,406

46,854

12,000

64,261 63,794

46,373

17,421

3,024

当 期 純 利 益 ベ ー ス

業 務 純 益 ベ ー ス △ 3.51

△ 3.00

業 務 純 益 ベ ー ス
( 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 前 )

23年３月末
22年９月末比

自 己 資 本 58,850

2,934

補 完 的 項 目 11,924

基 本 的 項 目

22年９月末 22年３月末
22年３月末比

自 己 資 本 比 率 9.31 △ 1.07 △ 1.04 10.38 10.35

46,926

うち一般貸倒引当金 2,889

うち土地再評価差額金

う ち 劣 後 債 務 6,100

自 己 資 本 比 率 9.35

リ ス ク ア セ ッ ト 631,580

控 除 項 目 ( △ ) -

23年３月末

自 己 資 本 59,295

基 本 的 項 目 47,053

補 完 的 項 目 12,242 △ 5,445 △ 5,571

5,900△     12,0005,900△     

うち土地再評価差額金 2,934

うち一般貸倒引当金 3,207 418

△ 89

控 除 項 目 ( △ ) -

う ち 劣 後 債 務 6,100

23年３月期

12,866リ ス ク ア セ ッ ト 633,949

9.38

9.38

2.28

12.89

12.89

5.28
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Ⅱ 貸出金等の状況

１．リスク管理債権の状況

未収利息は資産不計上としております。

(注)「部分直接償却」とは、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権について、債権額から担保の評価

　　額及び保証等による回収が可能と認められる額を控除し、残額を取立不能見込額として債権額から直接減額

　　することであります。

【単体】 (単位：百万円)

【連結】 (単位：百万円)

※ 部分償却 実施しております。

22年３月末
22年９月末比 22年３月末比

23年３月末 22年９月末

※ 未収利息不計上基準 自己査定の結果、破綻先・実質破綻先及び破綻懸念先に区分した債務者に対する

リ
ス
ク
管
理
債
権

破 綻 先 債 権 額 1,749 △ 586

延 滞 債 権 額 45,043 △ 1,152

1,637

(  合     計  ) 51,433

46,195 47,032

△ 846 2,336 2,595

△ 1,989

471 457

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 4,186

３ ヵ 月 以 上 延 滞 債 権 額 453 △ 18 △ 3

1,743

14,708 874,146 877,241

2,548 2,442

△ 119 △ 1,095 51,552 52,528

貸 出 金 残 高 ( 末 残 ) 891,950 17,803

23年３月末 22年９月末 22年３月末
22年９月末比 22年３月末比

貸
出
金
残
高
比

破 綻 先 債 権 額 0.19 △ 0.07

３ ヵ 月 以 上 延 滞 債 権 額 0.05 0.00

(  合     計  ) 5.76 △ 0.13

△ 0.10 0.26 0.29

延 滞 債 権 額 5.05 △ 0.23 △ 0.31 5.28 5.36

0.00 0.05 0.05

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 0.46 0.17 0.19 0.29 0.27

△ 0.22 5.89 5.98

23年３月末 22年９月末 22年３月末
22年９月末比 22年３月末比

リ
ス
ク
管
理
債
権

破 綻 先 債 権 額 1,825 △ 593

延 滞 債 権 額 45,126 △ 1,179

1,637

(  合     計  ) 51,592

46,306 47,145

△ 849 2,419 2,674

△ 2,018

471 457

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 4,186

３ ヵ 月 以 上 延 滞 債 権 額 453 △ 18 △ 3

1,743

14,494 875,973 879,180

2,548 2,442

△ 154 △ 1,127 51,746 52,720

貸 出 金 残 高 ( 末 残 ) 893,675 17,701

23年３月末 22年９月末 22年３月末
22年９月末比 22年３月末比

貸
出
金
残
高
比

破 綻 先 債 権 額 0.20 △ 0.07

３ ヵ 月 以 上 延 滞 債 権 額 0.05 0.00

(  合     計  ) 5.77 △ 0.13

延 滞 債 権 額 5.04 △ 0.24 △ 0.32

△ 0.10 0.27 0.30

5.28 5.36

5.99

0.00 0.05 0.05

0.19 0.29 0.27貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 0.46

△ 0.22 5.90

0.17
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２．貸倒引当金の状況

(1) 償却・引当基準

　① 一般貸倒引当金

過去の３算定期間（１算定期間は１年間）の貸倒実績率の平均値に基づき、今後

１年間の予想損失額を算出し、一般貸倒引当金に計上

過去の３算定期間（１算定期間は１年間）の貸倒実績率の平均値に基づき、今後

１年間の予想損失額を算出し、一般貸倒引当金に計上

過去の３算定期間（１算定期間は３年間）の貸倒実績率の平均値に基づき、今後

３年間の予想損失額を算出し、一般貸倒引当金に計上

　② 個別貸倒引当金

担保・保証等で保全されていない部分に対し、過去３算定期間（１算定期間は３

年間）の貸倒実績率の平均値に基づき、今後３年間の予想損失額を算出した額を

個別貸倒引当金に繰入

実質破綻先債権 担保・保証等で保全されていない部分の全額を、予想損失額として個別貸倒引当

破綻先債権 金に繰入もしくは直接償却を実施

(2) 貸倒引当金の内訳

【単体】 (単位：百万円)

【連結】 (単位：百万円)

要管理先債権

債務者区分 償   却   ・   引   当   基   準

破綻懸念先債権

債務者区分 引    当    基    準

正常先債権

要注意先債権

15,537 15,951個 別 貸 倒 引 当 金 14,645 △ 891 △ 1,305

2,680 2,789

貸 倒 引 当 金 17,853

一 般 貸 倒 引 当 金 3,207 526 418

△ 364 △ 887

14,158 14,661

18,218 18,740

23年３月末 22年９月末 22年３月末
22年９月末比 22年３月末比

個 別 貸 倒 引 当 金 13,316 △ 842 △ 1,345

489 492

△ 353 △ 852貸 倒 引 当 金 16,205

一 般 貸 倒 引 当 金 2,889

16,559 17,058

2,400 2,396

23年３月末 22年９月末 22年３月末
22年９月末比 22年３月末比
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３．金融再生法に基づく開示債権

【単体】 (単位：百万円)

% ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ % %

４．金融再生法開示債権の保全状況

【単体】 (単位：百万円)

% ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ % %

＜参考＞ 金融再生法開示債権の保全内訳 (23年３月末)

【単体】 (単位：百万円)

%

%

%

78.70 79.19

△ 1,812 △ 2,226

22年３月末

△ 4.86

26,924 27,337

42,501

14,672 15,163

△ 5.35

△ 835 △ 1,326

保 全 率 (Ｅ/Ａ) 73.84

貸 倒 引 当 金 13,837

担 保 保 証 等 25,111

保 全 額 ( Ｅ ) △ 3,55238,948 △ 2,648

23年３月末 22年９月末
22年９月末比 22年３月末比

41,596

△ 109 △ 920

854,945 16,108 13,113

12,193

5.81 △ 0.11 △ 0.18

23年３月末
22年９月末比 22年３月末比

7,011 △ 572 △ 1,429

22年９月末

841,832838,836

42,322

22年３月末

8,440

( 合 計 )

破 産 更 生 債 権 及 び

2,900

53,663

△ 1,156 △ 1,230

4,639 1,619 1,739

52,743

( Ｂ )( 総 与 信 額 )

総与信額に占める割合

7,583

3,020

42,248

52,853

41,092

( Ａ )

正 常 債 権

5.99

こ れ ら に 準 ず る 債 権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

5.92( Ａ /Ｂ )

891,689 895,495907,688 15,998

債権額 保全額 保全率

(Ａ) (Ｂ) 担保保証等 貸倒引当金 (Ｂ/Ａ)

%
こ れ ら に 準 ず る 債 権

破 産 更 生 債 権 及 び
7,011 7,011 4,260 2,750 100.00

10,498 74.23

587 30.87

危 険 債 権 41,092

要 管 理 債 権 4,639 1,432 845

30,505 20,006

13,837 73.84合　　　  　　　計 52,743 38,948 25,111
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５．自己査定、開示債権及び償却・引当との関係（23年３月末）

【単体】 (単位：百万円)

自己査定の

債務者区分 Ⅰ分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類

破 綻 先 全額引当

2,750 2,750 100.00%

実質破綻先

必要額

を引当

破綻懸念先 21,085 10,498 49.79%

要管理債権

4,639 10.63%

2,091

0.76%

正 常 先 正常先債権 0.03%

保全率

 B+C 

A 金融再生法開示債権 A

52,743 73.84%

C 金融再生法

開示対象債権に

対する引当金

13,837

(注) 金融再生法開示債権は、社債(当行保証の私募によるものに限る)、貸出金、外国為替、未収利息、仮払金、

　　 支払承諾見返、貸付有価証券を対象としております。なお、引当率は社債(当行保証の私募によるものに限

　　 る)を除いて算出しております。

B 担保・保証等による保全部分 担保・保証等による保全部分以外

25,111 27,632

総  計

907,688

854,945

要注意先

要管理債権以外の

要注意債権

正常債権

20,006

危険債権 担保・保証等による

41,092 保全部分

7,011 4,260

これらに準ずる債権 保全部分
全額償却

破産更生債権及び 担保・保証等による

金融再生法に基づく 自己査定における分類区分
引当金残高 引当率

開示基準での開示

要管理債権中の担保・
保証等による保全部分

●,●●●

要管理債権中の担保・
保証等による保全部分

3,111

要管理債権中の担保・
保証等による保全部分

845

㈱きらやか銀行(8520)　平成23年３月期　決算短信

－8－



６．業種別貸出金状況等

(1) 業種別貸出金

【単体】 (単位：百万円)

(2) 消費者ローン残高

【単体】 (単位：百万円)

(3) 中小企業等貸出比率及び貸出残高

【単体】 (単位：％、百万円)

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

(注)　中小企業には個人向け貸出を含んでおります。

７．預金、貸出金の残高

【単体】 (単位：百万円)

(注) 預金等には、譲渡性預金を含んでおります。

８．預かり資産の残高

【単体】 (単位：百万円)

162,806 164,457合 計 162,706 △ 100 △ 1,750

個 人 年 金 保 険 102,045 2,897 7,307 99,147 94,737

△ 1,502 11,145 11,198公 共 債 ( 国 債 等 ) 9,695 △ 1,449

投 資 信 託 50,965 △ 1,548 △ 7,556 52,513 58,521

23年３月末 22年９月末 22年３月末
22年９月末比 22年３月末比

貸 出 金 ( 末 残 ) 891,950 17,803 14,708 874,146 877,241

42,295 1,158,351 1,091,115預 金 等 ( 末 残 ) 1,133,411 △ 24,940

22年９月末比 22年３月末比
23年３月末 22年９月末 22年３月末

中 小 企 業 等 貸 出 残 高 744,071 7,741 6,949 736,330 737,122

84.23 84.02中 小 企 業 等 貸 出 比 率 83.42 △ 0.81 △ 0.60

23年３月末 22年９月末 22年３月末
22年９月末比 22年３月末比

う ち そ の 他 ロ ー ン 残 高 13,453 △ 932 △ 1,884 14,386 15,338

う ち 住 宅 ロ ー ン 残 高 224,840 △ 3,803 △ 6,510 228,643 231,350

243,030 246,689

22年３月末比

消 費 者 ロ ー ン 残 高 238,293 △ 4,736 △ 8,395

87,259

23年３月末 22年９月末 22年３月末
22年９月末比

△ 666 △ 3,108

150

74,284 △ 156 390

1,778

23年３月末
22年９月末比 22年３月末比

891,950 17,804 14,709

97,715 1,152

2,079 △ 149 △ 1,088

7

1,011

131,234 3,646 3,992 127,588

47,442 13,001 17,228

53,499

116,852 △ 1,825 △ 1,535

63,956

各 種 サ ー ビ ス 業

卸 売 業 ・ 小 売 業 87,925 90,367

金 融 業 ・ 保 険 業 34,441

不 動 産 業 ・ 物 品 賃 貸 業

118,387

運 輸 業 ・ 郵 便 業 14,859 15,19613,409 △ 1,450 △ 1,787

55,072

73,894

1,0821,039

118,677

30,214

52

△ 28 △ 71鉱 業 ・ 採 石 業 ・ 砂 利 採 取業

農 業 ・ 林 業

漁 業 45 55△ 3

建 設 業

情 報 通 信 業 1,455

74,440

1,844 510 538電気・ガス・熱供給・水道業 1,334

323

国 内 店 分

製 造 業 96,563

874,146

△ 358

22年９月末

1,628

98,073

3,167

22年３月末

2,228

877,241

そ の 他 258,470

地 方 公 共 団 体

253,024 △ 5,446

8,884 10,457

△ 10,099 263,123

1,306

127,242
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Ⅲ 有価証券の評価損益

１．有価証券の評価基準

売買目的有価証券 時価法 (評価差額を損益処理)

満期保有目的の債券 償却原価法

時価のあるもの 時価法 (評価差額を全部資本直入法処理)

子会社株式及び関連会社株式 原価法

２．評価損益

【単体】

(１)満期保有目的の債券 (単位：百万円)

国債

地方債

社債

その他

小計

国債

地方債

社債

その他

小計

合計

(２)その他有価証券 (単位：百万円)

株式

債券

国債

地方債

社債

その他

小計

株式

債券

国債

地方債

社債

その他

小計

(注)１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表価額と取得原価との差

 　 　　額を計上しております。

 　 ２．「その他有価証券」の評価については決算日の市場価格等に基づいております。なお、変動利付国債については、

　　　　合理的な見積りに基づき算定された価額により評価しております。

　　３．23年３月末及び22年３月末における「その他有価証券」に係る評価差額金は、それぞれ△493百万円、1,081百万

　　　　円であります。

222,068△ 493245,420244,927

5,887

14,948

4,013

699

44,119

1,365

△ 606

△ 107

△ 33

35,583

168,248

△ 1,329

28,465 315

596

3,238

36,180

171,486

4,406

7,234

-

992

8,227

172

-

-

-

210

-

862

-

129

△ 137

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないも
の

6,611

1,130

8,154

104,011

2,072

28,781

101,848

2,049

6,544

5,717

-

-

-

894

894

時価が貸借対照表計上
額を超えないもの

-

5,544

-

-

-

1,000

その他有価証券 時価を把握することが極めて
困難と認められるもの

原価法

時価が貸借対照表計上
額を超えるもの

貸借対照表
計上額

時価 差額

172

-

-

時価 差額

- - - -

平成22年３月末

5,544

-

-

-

5,717

-

-

-

貸借対照表
計上額

平成23年３月末

1,000

-

△ 105

△ 105

1,000

-

7,024

-

7,024

-

-

130

△ 137

72

種類

210

-

-

△ 0

7,234

-

66

取得原価 差額

441

134,865

300

132,363

貸借対照表
計上額

取得原価 差額
貸借対照表
計上額

36,866

24,914

73,440

5,735

44,725

5,995

1,398

37,332

26,710

77,171

140

2,501

2,163

23

△ 465

△ 1,796

△ 3,731

2,295

153,302

112,670

2,181

38,451

33,142

188,740

5,993

14,745

4,011

698

10,036

12,588

33,327

1,631

150,694

110,600

2,151

37,941

32,324

184,650

7,831

509

817

4,089

△ 1,837

664

2,608

2,069

29

△ 1

△ 199

13,374

36,154

10,235

種類

合計

平成23年３月末 平成22年３月末

△ 786

△ 2,827

1,262220,805

△ 203

△ 2
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【連結】

(１)満期保有目的の債券 (単位：百万円)

国債

地方債

社債

その他

小計

国債

地方債

社債

その他

小計

合計

(２)その他有価証券 (単位：百万円)

株式

債券

国債

地方債

社債

その他

小計

株式

債券

国債

地方債

社債

その他

小計

(注)１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、連結貸借対照表価額と取得原価と

 　 　　の差額を計上しております。

 　 ２．「その他有価証券」の評価については連結決算日の市場価格等に基づいております。なお、変動利付国債につい

　　　　ては、合理的な見積に基づき算定された価額により評価しております。

　　３．23年３月末及び22年３月末における「その他有価証券」に係る評価差額金は、それぞれ△473百万円、1,099百万

　　　　円であります。

合計 245,050 245,483

△ 199

24,962

73,488

26,759

77,220 △ 3,732

△ 433

171,561

35,583

168,262

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えない
もの 36,866 37,332

4,406

44,119

5,887

1,365

差額

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えるも
の

2,072

28,781 28,465 315

36,180

取得原価 差額
連結貸借対
照表計上額

取得原価

-

時価が連結貸借対照表
計上額を超えないもの

6,544 6,611 66 8,154

-

-

1,000

時価が連結貸借対照表
計上額を超えるもの

- - -

-

5,544

-

5,544

-

172

種類 連結貸借対
照表計上額

時価 差額
連結貸借対
照表計上額

時価 差額

- - - - -

1,000

-

5,717

-

5,717

-

-

894

894

-

172

-

-

△ 105

△ 105

-

7,024

-

7,024

-

130

1,000

1,130

862

-

7,234

-

7,234

△ 0

-

-

129

-

210

-

-

△ 137

△ 137

72

平成23年３月末 平成22年３月末

992

8,227

-

-

210

種類

516

134,865

104,011

連結貸借対
照表計上額

315

132,363

101,848

2,049

5,735

44,725

5,995

1,398

201

2,501

2,163

23

596

3,299

△ 1,329

△ 606

△ 107

△ 33

△ 465

△ 1,796

2,360

153,302

112,670

2,181

38,451

33,170

188,833

5,993

33,336

222,170

1,645

150,694

110,600

2,151

37,941

32,348

184,688

14,745 14,948

4,013

699

12,597

4,011

698

10,036 10,235

36,164

220,852

715

2,608

2,069

29

509

821

4,145

7,831

△ 786

△ 2,827

1,317

平成23年３月末 平成22年３月末

△ 1,837

△ 203

△ 2

△ 1

13,384

㈱きらやか銀行(8520)　平成23年３月期　決算短信

－11－



Ⅳ　退職給付関連

１．退職給付債務

【単体】 (単位：百万円)

　退職給付債務 (A)

　年金資産 (B)

　未積立退職給付債務 (C)＝(A)＋(B)

　会計基準変更時差異の未処理額 (D)

　未認識数理計算上の差異 (E)

　未認識過去勤務債務 (F)

　貸借対照表計上額純額 (G)＝(C)＋(D)＋(E)＋(F)

　前払年金費用 (H)

　退職給付引当金 (G)－(H)

２．退職給付費用

【単体】 (単位：百万円)

　勤務費用

　利息費用

　期待運用収益

　過去勤務債務の費用処理額

　数理計算上の差異の費用処理額

　会計基準変更時差異の費用処理額

　その他（臨時に支払った割増退職金等）

　退職給付費用

313

327

763

354

20

1,517

△ 260

△ 0

△ 223

△ 0

1,632

816

354

34

335

316

4,132

3,798

3

321

△ 3,477

6,900

△ 5,536

1,416

区　　　　　　　　　　　　　　　　分 平成23年３月期

△ 12,436

1,770

6,954

△ 5,585

平成22年３月期

△ 12,539

3,809

△ 306

3,194

3

△ 3,501

区 分 平成23年３月期 平成22年３月期

㈱きらやか銀行(8520)　平成23年３月期　決算短信

－12－


	23.5.12.pdf
	３ページ目�
	決算短信（連結）


	バインダ1
	00表紙
	表紙

	①目次
	目次 (2)

	バインダ1.pdf
	②損益状況（単体）.pdf
	損益状況

	③損益状況（連結）
	損益状況

	④業純･利鞘・有証
	業純・利鞘・有証

	⑤自己資本比率、ROE
	ROE

	⑥リスク債権
	リスク管理債権

	⑦貸引基準
	貸引基準・引当金

	⑧金融再生法
	金融再生法

	⑨引当関係
	引当関係表

	⑩業種別貸出・消費者ﾛ・中小貸出
	業種別・消費・中小

	⑫評価損益
	有価証券損益 (23年度)単体
	有価証券損益 (23年度)連結

	⑬退職債務・費用
	退職債務・費用






